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今月の花の写真「蝋梅－ロウバイ」

■ 上ケ原版の問い合わせは上ケ原市民館へ ☎５３-７８６２　■ 編集 上ケ原コミュニティ委員会

1面 新年のあいさつ・追悼行事
大学生ボランティア

2面 うえがはら防災教室２０２４

3面 うえみなフェス
小連体と中連体

4面 阪神・淡路大震災の教訓から
うえがはらinformation

出会いの No.28

交差点から

うえがはら  information

地域団体からのお知らせ

公民館講座

地域を支える大学生ボランティア

阪神・淡路大震災の経験、教訓からできた医療体制
避難するときは、お薬手帳を持って

 

11
月
２
日
の「
う
え
が
は
ら
防
災
教
室
２
０
２
４
」で
、

準
備
や
当
日
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
医
師
の

青
木
正
之
さ
ん
は
、昨
年
１
月
１
日
に
、最
大
震
度
７

の
巨
大
地
震
が
襲
っ
た
能
登
半
島
へ
医
療
チ
ー
ム
と

し
て
向
か
い
ま
し
た
。災
害
時
の
医
療
や
支
援
活
動

で
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

今
回
の
出
会
い
は
仁
川
百
合
野
町
の

青
木
正
之
さ
ん（
56
）で
す

能登の避難所で活動する青木さん

―�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
？

30
年
前
は
26
歳
で
、
大
阪
大
学
医

学
部
付
属
病
院
特
殊
救
急
部
（
現
在

の
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）
に
い

ま
し
た
。
被
災
地
の
病
院
に
多
く
の

患
者
が
い
る
の
に
、
道
路
が
使
え
な

い
た
め
に
患
者
を
迎
え
に
行
く
こ
と

も
で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
ま
し

た
。県

立
西
宮
病
院
か
ら
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
搬
送
で
患
者
を
受
け
入
れ
、
日

本
で
初
め
て
の
、
多
数
の
ク

ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
の
患
者
を
治

療
し
ま
し
た
。

―�

医
療
チ
ー
ム
に
つ
い
て

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
も

大
災
害
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
、
教
訓
か
ら
医
療
チ
ー
ム

と
し
て
被
災
地
を
支
援
す
る
体

制
が
発
足
し
ま
し
た
。
医
療

チ
ー
ム
は
医
師
、
看
護
師
、
支

援
員
で
構
成
さ
れ
、
所
属
の
医

療
機
関
の
救
急
車
で
被
災
地
に

入
り
ま
す
。

―
能
登
で
の
活
動
で
感
じ
た
こ
と
は
？

　
私
の
医
療
チ
ー
ム
（
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・

全
日
本
病
院
医
療
支
援
班
）
は
、
９

日
に
被
災
地
に
入
り
５
日
間
活
動
し

ま
し
た
。
被
災
地
の
道
路
は
亀
裂
や

陥
没
、
土
砂
崩
れ
が
あ
り
、
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
大
変
な
状
況

で
し
た
。

避
難
所
は
、
支
援
や
炊
き
出
し
、

段
ボ
ー
ル
の
仕
切
り
、
熱
の
あ
る
人

の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
で
き
て
い
ま
し

た
。
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
医
療
チ
ー
ム
は
避

難
所
を
回
り
、
医
療
の
必
要
な
人
を

病
院
に
搬
送
す
る
な
ど
災
害
時
要
援

護
者
に
配
慮
し
、
災
害
関
連
死
を
な

く
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
ま
す
。

す
ぐ
に
入
院
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
も
、
家
を
離
れ
た
く
な
い

と
言
う
人
も
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
は
、
家
族
へ
連
絡
し
ま
す

が
、
携
帯
の
充
電
切
れ
で
連
絡
先
が

す
ぐ
に
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年

末
に
病
院
に
行
か
な

か
っ
た
た
め
に
手
持

ち
の
薬
が
な
く
な
る

こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
。避

難
時
は
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
や
家

族
の
連
絡
先
、
お
薬

手
帳
を
持
ち
出
し
ま

し
ょ
う
。
災
害
時
は
電

子
情
報
が
読
め
な
い

の
で
紙
が
一
番
で
す
。

全
国
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム

今月の花の写真（１面タイトル横）
⃝「蝋梅－ロウバイ」について

昨年１月ごろ、近くのお宅の蝋梅（ロウ
バイ）の良い香りに誘われて写しました。
花は文字通り、黄色いろうで作ったのかと
見まがうほどの美しさに加えて、芳香があ
たりに漂っています。

［写真・文/木村 富江さん］
　令和７年は、木村富江さんが１年間撮影
した花や鳥など自然の写真を紹介します。

縁起の良い白ヘビ？
　阪急清荒神駅から徒歩で約20
分。清荒神清澄寺（宝塚市）の参道
にある商店に小さなかわいい白ヘビ
がいます。蛇は通常冬場は冬眠しま
すが、ここでは冬でも、つぶらな瞳で
迎えています。
　大社町の廣田神社には2匹の白ヘ
ビを描いた大絵馬
が奉 納されていま
す。

みんなの掲示板

⃝表彰「青少年健全育成功労者表彰」
　福島　和子 さん　（上ケ原三番町）
　尾河　優佳 さん　（上ケ原七番町）
　子どもたちの健やかな成長のために
活動している人へ贈られます

⃝上ケ原コミュニティ委員会からお知らせ
　甲東公民館文化祭で、『宮っ子』ミニ・
ギャラリー（２月２１、２２日）」を展示しま
す。観梅の際にご覧ください。

⃝上ケ原地区社会福祉協議会の行事
　地域で気軽に集い仲間づくりや情報交
換ができる場です。 会場：上ケ原市民館
ちびっ子広場 10時～11時30分

１月のちびっ子広場はお休みです

2/ 5（水） リラックス・ヨーガ

3/ 5（水） 楽しいコンサート

上ケ原サロン 13時30分～15時

1/13（月・祝）  櫻川流江戸芸かっぽれ
南后会

2/10（月） 浪曲
粟倉甲山

上ケ原公民館講座　TEL. 72-7286

1/16（木）
新春　上ケ原寄席
お待ちかねの話芸で初笑い
講談師　　旭堂 南也 氏 他　　　

2/ 6（木）
若返りエクササイズ
楽しく体を動かしましょう
講師　　的石 彩記子 氏　
　　　　（操整体トレーナー）

2/28（金）
楽しくのばそう 健康寿命
体力測定してみませんか
講師　　波多野 誠 氏 他
　　　　（操整体トレーナー）

3/ 8（土） 健康スポーツ講座
講師　　柳本 有二 氏

甲東公民館講座　　TEL. 51-3748

1/19（日）
大河ドラマ「べらぼう」　　　
蔦重栄華乃夢噺
講師　　霜澤　喜代子 氏
　　　（西宮市立西宮東高校元教頭）

2/ 9（日）
展覧会が10倍面白くなる
アート鑑賞講座
講師　　薮田 雪子 氏
　　　　（アートナビゲーター美術検定１級）

3/10（月）
ラベンダーのひみつ
講師　　森 ともみ 氏
　　　　（AEAJ認定アロマセラピスト）

　甲東公民館の梅びらき文化祭
　　開催期間：２月２１日（金）～３月３日（月）

＊受付方法や定員などの詳細は、各講座チラシで確認してください

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

令
和
７
年
は
巳み

年

災
害
な
ど
の
災
い
か
ら
脱
皮
し

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

皆
さ
ま
に
は
佳よ

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
本
年
は
、人
と
人
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
、つ
な
が
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　『
宮
っ
子
』の
編
集
に
お
き
ま
し
て
も
、地
域
の「
か
け
は
し
」

と
し
て
、温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
取
材
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

上
ケ
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
　

委
員
長
　
増
山
良
子

平成 7（1995）年 1 月17日に起きた阪神・淡路大震災をきっかけに

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

『
宮
っ
子
』
は
、
平
成
７
年
新
年
号
を

発
行
し
た
後
、
３
～
５
月
号
を
休
刊
と
し

ま
し
た
。
６
月
号
は
全
市
版
「
阪
神
大
震

災
復
興
特
集
」
と
し
て
発
行
。
各
地
域
の

編
集
員
は
震
災
を
記
録
し
、
住
民
に
情
報

を
伝
え
る
た
め
に
取
材
を
続
け
、
７
月
号

は
23
地
域
版
が
加
わ
り
、
８
月
号
か
ら
全

地
域
の
ペ
ー
ジ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

７
月
号
「
復
興
特
集
２
」
は
、
市
内
や

全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

８
月
号
は
、
地
域
の
助
け
合
い
や
学
生
の

力
が
支
え
に
な
っ
た
こ
と
、
消
防
団
の
活

動
、
感
謝
の
思
い
が
載
っ
て
い
ま
す
。

上
ケ
原
地
域
の
編
集
員
は
、
避
難
所
に

な
っ
た
上
ケ
原
小
学
校
の
様
子
を
記
し
て

い
ま
す
。
震
災
３
日
目
か
ら
関
西
学
院
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
か
ら
１
日
平

均
20
人
が
来
て
、
食
事
関
係
の
こ
と
や
ご

み
捨
て
、
ト
イ
レ
の
水
の
補
給
な
ど
、
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
若
い
力
が

支
え
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
平

成
７
年
４
月
に
解
散
と
な
り
、
学
生
と
教

員
、職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
運
営
す
る
「
関

西
学
院
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
学
童
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ひ
ま
わ
り
）
や
被
災
地
へ

の
支
援
な
ど
、
関
西
学
院
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
元
化
と
大
学
に
よ
る
活
動
支

援
の
体
制
整
備
に
よ
り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
大
学

内
・
外
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

入
っ
て
左
の
建
物
の
１
階
に
あ
る
支
援
室

に
は
、
専
従
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
学
生
の
相

談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

↑
上
ケ
原
南
小
学
校

「
う
え
み
な
フ
ェ
ス
」

↑
上
ケ
原
七
番
町

「
カ
フ
ェ
な
な
い
ろ
」

↑
上
ケ
原
小
学
校
児
童

の
登
校
時
の
旗
振
り

追
悼
行
事
の
お
知
ら
せ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
の
集
い

❖
１
月
11
日
（
土
）
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

❖
地
す
べ
り
資
料
館
（
無
料
）

❖
出
演
　
関
西
学
院
　

　
　
　
ベ
ー
ツ
ホ
ー
ル
　
ク
ワ
イ
ア

　
　
　
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

　
　
　
聖
歌
隊

慰
霊
碑
広
場
で
追
悼
の
祈
り

❖
１
月
17
日
（
金
）
５
時
46
分

❖
慰
霊
碑
広
場

　（
地
す
べ
り
資
料
館
下
）

主
催
　
ゆ
り
の
会

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
例

専従ボランティアコーディネーター
　岡秀和さん（後列左）と音川真凜さん（前列左）
学生コーディネーターの皆さん
　（西宮上ケ原、西宮聖和、神戸三田キャンパスで
　 合わせて約100人）

地
域
団
体
で
の
活
動

夏
祭
り
・
子
ど
も
食
堂
・
カ
フ
ェ

ち
び
っ
こ
広
場
・
清
掃
活
動
な
ど

災
害
支
援

能
登
半
島
地
震
で
は
、
七
尾
市
に

４
回
行
き
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し

て
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

宿のある金沢市から能登
町まで、約5０㎞を４時間か
けて向かいました

　「出会いの交差点から」で話を聞いた
人たちとの交流会を、３月２２日に予定して
います。詳しくは、次号でお知らせします。
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広告 広告

西宮市上ケ原十番町1-85
TEL.0798（52）2001㈹　

～受け付けしています～
●インフルエンザ等　各種予防接種
●高齢者長寿健診
●人間ドック
●白内障手術（日帰り・入院）
●外来リハビリ

TEL.0798（52）2003 TEL.0798（52）2002

板前姿の岡本さん
（平成16年発行の
本の表紙から）

「第１回　うえみなフェス」地域のみんなで知り合おう♪楽しもう♫ １１月4日　会場：上ケ原南小学校
バトンパフォーマンス（広田くるくる）とフォークダンスからスタート！ 

上ケ原南地区で活動している諸団体の賛同を得て、第1
回うえみなフェスを開催することができました。

各団体のブースをスタンプラリーで回り、「自分が住む地
域で、こんな活動が行われているんだ！」「あの行事はこの人
たちがやってくれているんだ！」と知る機会にもなりました。

２６８人の来場者に実行委員一同感激の１日でした。関西
学院大学サッカー部が会場準備や各ブースを手伝い、子ど
もたちも楽しそうでした。

地域に育てられ愛される行事になるように、来年以降も
開催する予定です。 （上ケ原南小学校コミスク）

野球・サッカー・ソフトテニスの体験　
（スポーツクラブ21上ケ原南）

グラウンド・ゴルフ教室
（上ケ原地区社会福祉協議会）

牛乳パックでクラフト
（ボーイスカウト）

　
第６３回 西宮市立小学校連合体育大会 １１月５日

日差しが強く汗ばむ陽気の中、全市立小学校４０校と西宮
浜義務教育学校、西宮支援学校の６年生約４３００人が、この
日のために練習を重ねた団体徒手体操やリレーに取り組みま
した。

学校が東西南北の4ブロックに分けられ、「ありがとう」
「Moments」「仲間」「雲外蒼天」の異なるテーマで演じら
れ、上ケ原小学校と上ケ原南小学校の演目は異なりました
が、華やかな団体徒手体操と豊かな表現でダンスを踊り、観
客を魅了しました。リレーでは学校代表の児童が全力を出して
健闘する姿に、観客席から惜しみない拍手が送られました。

「うえがはら防災教室２０２４」 11月2日　会場：上ケ原小学校
自然災害に備えるため、「備え」 「判断」 「行動」を学び、模擬体験をしました

台風の影響で大雨予報でしたが、開催時間帯には
小降りになりました。足元の悪い中、高齢者や小さな
子ども連れの親子の参加も多く、上ケ原地域での防
災意識の高さを感じました。

東日本大震災や熊本地震、昨年１月１日の能登半
島地震、長雨や豪雨による土砂災害や洪水浸水な
ど、毎年、日本のどこかで自然災害が起きています。

災害が予測されるとき、日頃から心掛けることや最
新の知識を学び体験する「防災教室」を開催するた
め、「令和６年度未来づくりパートナー事業（地域力向
上型）」に採択され、上ケ原小学校全体を会場に計
画することができました。多くの皆さんの協力をいただ
き、有意義な防災教室となりました。ご協力ありがとう
ございました。 （上ケ原地区青少年愛護協議会）

第６８回 西宮市中学校連合体育大会 １１月7日

少し肌寒いながらも晴天に恵まれ、全市立中学校19校と
西宮浜義務教育学校後期課程、西宮支援学校中学部の約
１１０００人の生徒が、体操やダンス、競走競技に取り組みまし
た。一人一人がしっかりと練習を積み重ね、心と動きが全中学
校で一つになり、壮大な演技で感心しました。

競走競技では観客席の応援で盛り上がり、選手を勇気づけ、
保護者の心も熱くなりました。最後に行われた校歌交歓も素
晴らしく、上ケ原中学校、甲陵中学校ともに吹奏楽部の演奏
の下での大合唱は、みなぎる力があふれんばかりで、爽やか
で大変感動しました。

上ケ原消防団の「水消火器体験」

炎を狙うのでなく
火の根元を目がけて

西宮市上下水道局の
「給水車からの給水体験」

子どもも大人も
一生懸命

リュックにしたら
６ℓまで運べます

上ケ原小学校の受水槽にも
応急給水が備わっています

西宮市消防局甲東分署の
「救急救命講習」 「消防装備の試着体験」

阪神・淡路大震災、能登半島地震の
写真パネル展示コーナー

もしもしかめよ～のリズムで
しっかり押すと音が出ます

かっこいいけど
とっても重い～

民生・児童委員の
新聞紙を使った食器づくり

新聞紙を折って
ポリ袋をかぶせます

仁川百合野町自主防災会
防災倉庫の保管品を展示

小学校の防災倉庫に
保管されている防災関係の備品

関西学院大学社会学部・関ゼミの学生の皆さんが、
身近な品を利用した応急手当のワークショップを開催

ビニール袋が
ポンチョに

取っ手の付いた
レジ袋が三角巾に

西宮市防災危機管理課の
「段ボールベッド組立体験」

プライバシーを守るパーティション
や仮設トイレの展示

ジャバラを開いて、
固定パーツを差し込むと
丈夫なベッドに！

脱穀と石臼体験・そばクイズ
（上ケ原を楽しむ会・蕎

そ ば

麦部）
展示・豆電球の発電体験（地球温暖化
防止・上ケ原南エココミュニティ会議）

ラリーのお楽しみは蒸しサツマイモです。
漢字ゲームで脳トレ（なないろの会）　

開場10０周年を迎える阪神甲子園球場で、心に残る宝物に

上ケ原南小学校「Moments」 上ケ原小学校「雲外蒼天」 開会式…2年男子 団体徒手体操…3年男子
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広告 広告

西宮市上ケ原十番町1-85
TEL.0798（52）2001㈹　

～受け付けしています～
●インフルエンザ等　各種予防接種
●高齢者長寿健診
●人間ドック
●白内障手術（日帰り・入院）
●外来リハビリ

TEL.0798（52）2003 TEL.0798（52）2002

板前姿の岡本さん
（平成16年発行の
本の表紙から）

「第１回　うえみなフェス」地域のみんなで知り合おう♪楽しもう♫ １１月4日　会場：上ケ原南小学校
バトンパフォーマンス（広田くるくる）とフォークダンスからスタート！ 

上ケ原南地区で活動している諸団体の賛同を得て、第1
回うえみなフェスを開催することができました。

各団体のブースをスタンプラリーで回り、「自分が住む地
域で、こんな活動が行われているんだ！」「あの行事はこの人
たちがやってくれているんだ！」と知る機会にもなりました。

２６８人の来場者に実行委員一同感激の１日でした。関西
学院大学サッカー部が会場準備や各ブースを手伝い、子ど
もたちも楽しそうでした。

地域に育てられ愛される行事になるように、来年以降も
開催する予定です。 （上ケ原南小学校コミスク）

野球・サッカー・ソフトテニスの体験　
（スポーツクラブ21上ケ原南）

グラウンド・ゴルフ教室
（上ケ原地区社会福祉協議会）

牛乳パックでクラフト
（ボーイスカウト）

　
第６３回 西宮市立小学校連合体育大会 １１月５日

日差しが強く汗ばむ陽気の中、全市立小学校４０校と西宮
浜義務教育学校、西宮支援学校の６年生約４３００人が、この
日のために練習を重ねた団体徒手体操やリレーに取り組みま
した。

学校が東西南北の4ブロックに分けられ、「ありがとう」
「Moments」「仲間」「雲外蒼天」の異なるテーマで演じら
れ、上ケ原小学校と上ケ原南小学校の演目は異なりました
が、華やかな団体徒手体操と豊かな表現でダンスを踊り、観
客を魅了しました。リレーでは学校代表の児童が全力を出して
健闘する姿に、観客席から惜しみない拍手が送られました。

「うえがはら防災教室２０２４」 11月2日　会場：上ケ原小学校
自然災害に備えるため、「備え」 「判断」 「行動」を学び、模擬体験をしました

台風の影響で大雨予報でしたが、開催時間帯には
小降りになりました。足元の悪い中、高齢者や小さな
子ども連れの親子の参加も多く、上ケ原地域での防
災意識の高さを感じました。

東日本大震災や熊本地震、昨年１月１日の能登半
島地震、長雨や豪雨による土砂災害や洪水浸水な
ど、毎年、日本のどこかで自然災害が起きています。

災害が予測されるとき、日頃から心掛けることや最
新の知識を学び体験する「防災教室」を開催するた
め、「令和６年度未来づくりパートナー事業（地域力向
上型）」に採択され、上ケ原小学校全体を会場に計
画することができました。多くの皆さんの協力をいただ
き、有意義な防災教室となりました。ご協力ありがとう
ございました。 （上ケ原地区青少年愛護協議会）

第６８回 西宮市中学校連合体育大会 １１月7日

少し肌寒いながらも晴天に恵まれ、全市立中学校19校と
西宮浜義務教育学校後期課程、西宮支援学校中学部の約
１１０００人の生徒が、体操やダンス、競走競技に取り組みまし
た。一人一人がしっかりと練習を積み重ね、心と動きが全中学
校で一つになり、壮大な演技で感心しました。

競走競技では観客席の応援で盛り上がり、選手を勇気づけ、
保護者の心も熱くなりました。最後に行われた校歌交歓も素
晴らしく、上ケ原中学校、甲陵中学校ともに吹奏楽部の演奏
の下での大合唱は、みなぎる力があふれんばかりで、爽やか
で大変感動しました。

上ケ原消防団の「水消火器体験」

炎を狙うのでなく
火の根元を目がけて

西宮市上下水道局の
「給水車からの給水体験」

子どもも大人も
一生懸命

リュックにしたら
６ℓまで運べます

上ケ原小学校の受水槽にも
応急給水が備わっています

西宮市消防局甲東分署の
「救急救命講習」 「消防装備の試着体験」

阪神・淡路大震災、能登半島地震の
写真パネル展示コーナー

もしもしかめよ～のリズムで
しっかり押すと音が出ます

かっこいいけど
とっても重い～

民生・児童委員の
新聞紙を使った食器づくり

新聞紙を折って
ポリ袋をかぶせます

仁川百合野町自主防災会
防災倉庫の保管品を展示

小学校の防災倉庫に
保管されている防災関係の備品

関西学院大学社会学部・関ゼミの学生の皆さんが、
身近な品を利用した応急手当のワークショップを開催

ビニール袋が
ポンチョに

取っ手の付いた
レジ袋が三角巾に

西宮市防災危機管理課の
「段ボールベッド組立体験」

プライバシーを守るパーティション
や仮設トイレの展示

ジャバラを開いて、
固定パーツを差し込むと
丈夫なベッドに！

脱穀と石臼体験・そばクイズ
（上ケ原を楽しむ会・蕎

そ ば

麦部）
展示・豆電球の発電体験（地球温暖化
防止・上ケ原南エココミュニティ会議）

ラリーのお楽しみは蒸しサツマイモです。
漢字ゲームで脳トレ（なないろの会）　

開場10０周年を迎える阪神甲子園球場で、心に残る宝物に

上ケ原南小学校「Moments」 上ケ原小学校「雲外蒼天」 開会式…2年男子 団体徒手体操…3年男子
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今月の花の写真「蝋梅－ロウバイ」

■ 上ケ原版の問い合わせは上ケ原市民館へ ☎５３-７８６２　■ 編集 上ケ原コミュニティ委員会

1面 新年のあいさつ・追悼行事
大学生ボランティア

2面 うえがはら防災教室２０２４

3面 うえみなフェス
小連体と中連体

4面 阪神・淡路大震災の教訓から
うえがはらinformation

出会いの No.28

交差点から

うえがはら  information

地域団体からのお知らせ

公民館講座

地域を支える大学生ボランティア

阪神・淡路大震災の経験、教訓からできた医療体制
避難するときは、お薬手帳を持って
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２
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２
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島
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全
国
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今月の花の写真（１面タイトル横）
⃝「蝋梅－ロウバイ」について

昨年１月ごろ、近くのお宅の蝋梅（ロウ
バイ）の良い香りに誘われて写しました。
花は文字通り、黄色いろうで作ったのかと
見まがうほどの美しさに加えて、芳香があ
たりに漂っています。

［写真・文/木村 富江さん］
　令和７年は、木村富江さんが１年間撮影
した花や鳥など自然の写真を紹介します。

縁起の良い白ヘビ？
　阪急清荒神駅から徒歩で約20
分。清荒神清澄寺（宝塚市）の参道
にある商店に小さなかわいい白ヘビ
がいます。蛇は通常冬場は冬眠しま
すが、ここでは冬でも、つぶらな瞳で
迎えています。
　大社町の廣田神社には2匹の白ヘ
ビを描いた大絵馬
が奉 納されていま
す。

みんなの掲示板

⃝表彰「青少年健全育成功労者表彰」
　福島　和子 さん　（上ケ原三番町）
　尾河　優佳 さん　（上ケ原七番町）
　子どもたちの健やかな成長のために
活動している人へ贈られます

⃝上ケ原コミュニティ委員会からお知らせ
　甲東公民館文化祭で、『宮っ子』ミニ・
ギャラリー（２月２１、２２日）」を展示しま
す。観梅の際にご覧ください。

⃝上ケ原地区社会福祉協議会の行事
　地域で気軽に集い仲間づくりや情報交
換ができる場です。 会場：上ケ原市民館
ちびっ子広場 10時～11時30分

１月のちびっ子広場はお休みです

2/ 5（水） リラックス・ヨーガ

3/ 5（水） 楽しいコンサート

上ケ原サロン 13時30分～15時

1/13（月・祝）  櫻川流江戸芸かっぽれ
南后会

2/10（月） 浪曲
粟倉甲山

上ケ原公民館講座　TEL. 72-7286

1/16（木）
新春　上ケ原寄席
お待ちかねの話芸で初笑い
講談師　　旭堂 南也 氏 他　　　

2/ 6（木）
若返りエクササイズ
楽しく体を動かしましょう
講師　　的石 彩記子 氏　
　　　　（操整体トレーナー）

2/28（金）
楽しくのばそう 健康寿命
体力測定してみませんか
講師　　波多野 誠 氏 他
　　　　（操整体トレーナー）

3/ 8（土） 健康スポーツ講座
講師　　柳本 有二 氏

甲東公民館講座　　TEL. 51-3748

1/19（日）
大河ドラマ「べらぼう」　　　
蔦重栄華乃夢噺
講師　　霜澤　喜代子 氏
　　　（西宮市立西宮東高校元教頭）

2/ 9（日）
展覧会が10倍面白くなる
アート鑑賞講座
講師　　薮田 雪子 氏
　　　　（アートナビゲーター美術検定１級）

3/10（月）
ラベンダーのひみつ
講師　　森 ともみ 氏
　　　　（AEAJ認定アロマセラピスト）

　甲東公民館の梅びらき文化祭
　　開催期間：２月２１日（金）～３月３日（月）

＊受付方法や定員などの詳細は、各講座チラシで確認してください

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

令
和
７
年
は
巳み

年

災
害
な
ど
の
災
い
か
ら
脱
皮
し

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

皆
さ
ま
に
は
佳よ

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
本
年
は
、人
と
人
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
、つ
な
が
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　『
宮
っ
子
』の
編
集
に
お
き
ま
し
て
も
、地
域
の「
か
け
は
し
」

と
し
て
、温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
取
材
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

上
ケ
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
　

委
員
長
　
増
山
良
子

平成 7（1995）年 1 月17日に起きた阪神・淡路大震災をきっかけに

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

『
宮
っ
子
』
は
、
平
成
７
年
新
年
号
を

発
行
し
た
後
、
３
～
５
月
号
を
休
刊
と
し

ま
し
た
。
６
月
号
は
全
市
版
「
阪
神
大
震

災
復
興
特
集
」
と
し
て
発
行
。
各
地
域
の

編
集
員
は
震
災
を
記
録
し
、
住
民
に
情
報

を
伝
え
る
た
め
に
取
材
を
続
け
、
７
月
号

は
23
地
域
版
が
加
わ
り
、
８
月
号
か
ら
全

地
域
の
ペ
ー
ジ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

７
月
号
「
復
興
特
集
２
」
は
、
市
内
や

全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

８
月
号
は
、
地
域
の
助
け
合
い
や
学
生
の

力
が
支
え
に
な
っ
た
こ
と
、
消
防
団
の
活

動
、
感
謝
の
思
い
が
載
っ
て
い
ま
す
。

上
ケ
原
地
域
の
編
集
員
は
、
避
難
所
に

な
っ
た
上
ケ
原
小
学
校
の
様
子
を
記
し
て

い
ま
す
。
震
災
３
日
目
か
ら
関
西
学
院
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
か
ら
１
日
平

均
20
人
が
来
て
、
食
事
関
係
の
こ
と
や
ご

み
捨
て
、
ト
イ
レ
の
水
の
補
給
な
ど
、
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
若
い
力
が

支
え
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
平

成
７
年
４
月
に
解
散
と
な
り
、
学
生
と
教

員
、職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
運
営
す
る
「
関

西
学
院
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
学
童
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ひ
ま
わ
り
）
や
被
災
地
へ

の
支
援
な
ど
、
関
西
学
院
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
元
化
と
大
学
に
よ
る
活
動
支

援
の
体
制
整
備
に
よ
り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
大
学

内
・
外
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

入
っ
て
左
の
建
物
の
１
階
に
あ
る
支
援
室

に
は
、
専
従
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
学
生
の
相

談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

↑
上
ケ
原
南
小
学
校

「
う
え
み
な
フ
ェ
ス
」

↑
上
ケ
原
七
番
町

「
カ
フ
ェ
な
な
い
ろ
」

↑
上
ケ
原
小
学
校
児
童

の
登
校
時
の
旗
振
り

追
悼
行
事
の
お
知
ら
せ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
の
集
い

❖
１
月
11
日
（
土
）
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

❖
地
す
べ
り
資
料
館
（
無
料
）

❖
出
演
　
関
西
学
院
　

　
　
　
ベ
ー
ツ
ホ
ー
ル
　
ク
ワ
イ
ア

　
　
　
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

　
　
　
聖
歌
隊

慰
霊
碑
広
場
で
追
悼
の
祈
り

❖
１
月
17
日
（
金
）
５
時
46
分

❖
慰
霊
碑
広
場

　（
地
す
べ
り
資
料
館
下
）

主
催
　
ゆ
り
の
会

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
例

専従ボランティアコーディネーター
　岡秀和さん（後列左）と音川真凜さん（前列左）
学生コーディネーターの皆さん
　（西宮上ケ原、西宮聖和、神戸三田キャンパスで
　 合わせて約100人）

地
域
団
体
で
の
活
動

夏
祭
り
・
子
ど
も
食
堂
・
カ
フ
ェ

ち
び
っ
こ
広
場
・
清
掃
活
動
な
ど

災
害
支
援

能
登
半
島
地
震
で
は
、
七
尾
市
に

４
回
行
き
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し

て
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

宿のある金沢市から能登
町まで、約5０㎞を４時間か
けて向かいました

　「出会いの交差点から」で話を聞いた
人たちとの交流会を、３月２２日に予定して
います。詳しくは、次号でお知らせします。
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